
 

 

 

 

 

 

 

        

     

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 
 

第 76号     令和 4年 9月 10日発行   万騎が原地区社会福祉協議会  会長 石原 泉 

長かった夏も、何とか乗りきることが出来そうです！ 

地球環境が年々悪くなる一方ですが、嘆いてばかりではいられません。一人一人が守る意識を持って

日々の生活に取り組みましょう。 

出来ないことを求めるより、今出来ることを‥と、取り組んでおります。 

『ひとり親世帯応援』と『誰もが集えるサロン活動』は、少しずつですがよい方向に 

向かっております！ 皆さんが集まり楽しめる行事が出来ることを願って、前向きに 

動いております。引き続き、ご支援ご協力をお願いいたします。 

地区社協の大切な財源である賛助会費(封筒募金)に、今年度もたくさんのご寄付をいただいて

おります。ご協力くださった各自治会の会長はじめ役員の方々, 班長・組長のみなさま, そしてご寄

付くださったみなさまに、改めて心から感謝申し上げます。 

お寄せいただいた賛助会費は地区内 18 自治会合計７３９,２７１円でした。各種事業・活動の経

費に充てる他、地区内ボランティア団体への助成金にも使わせていただいております。 

地区社協の活動は当紙面やホームページでも随時ご報告しておりますので、ぜひご覧ください。 

昨年 12 月の応援イベントに続き、ひとり親世帯向け夏休みイベントを開催 

しました。今回の会場は、地域活動ホーム【サポートセンター連】。 

地域交流室では、半分をボッチャに、残り半分のスペースでビーズブレスレ 

ット作りや、プラ板工作, お絵描きや塗り絵も用意。お菓子釣りコーナーでは 

「これ！欲しかったお菓子だ！」と、真剣に釣竿を手にするお子さんに、ボラ 

ンティアスタッフもみんなで応援。無事にゲットできた時には、私たちの方が 

ホッとしました。 

今回は２組だけの来場でしたが、お子さんが目一杯遊んでくれて、私たちも 

嬉しかったですし、お子さんが遊んでいる間の親御さんとのおしゃべりも、楽 

しい時間でした。 

告知方法やチラシの内容に問題がなかったか？開催日は土曜日でよかった 

のか？など、反省点も多々あり、お見えにならなかった方々に、どのようにア

プローチしていくべきか、課題があります。自分にとって居心地の良い場所を見つけてもらうために、私

たちは何をすべきか？ 今回いらっしゃらなくても、このイベントを３回, ４回と続けることで「次は行っ

てみようかな？」と思っていただけたらと、考えています。『継続は力なり』。 

次回は 12 月にクリスマス会を企画中！ぜひ遊びにいらしてくださいね。 

 

【 各種相談窓口  旭区社会福祉協議会 】 

住 所 横浜市旭区鶴ヶ峰 1-6-35 

T E L  045-392-1123 

F A X  045-392-0222 

開 館 月～金曜日（祝日・年末年始除く） 

午前 8:45～午後 5:15 

 

 

 

 

 

 

 

【 お気軽にメールもどうぞ】 

万騎が原地区社協グリーンメール 

m-fukusi@we.catv-yokohama.ne.jp 



 

 

 

  

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月４日ふれあい会館にて夏休みこども手話教室を

開催しました。参加者は 1年生～５年生 11名。地区

内にお住まいで手話のできる方３人が、ボランティア

としてサポート役を引き受けてくださいました。 

「聞こえないってどんなこと？」というお話の後、

手話サークル活動をしている大学生のお姉さんが講師

となり、手話で自己紹介ができるよう練習し、みんな

の前で順番に披露しました。 

そして声を出さずに伝えるジェスチャーゲームをし

たり、「小さな世界♪」を歌に合わせて手話で表現した

りしました。 

子供たちが短時間ながら教わったことを覚え表現で

きたことに、大人はビックリ！とても素敵な時間でし

た。 

これからも、何かの形で手話に触れる機会を作って

いきたいと思います。 

 

お隣さんやご近所でこんなことはありませんか？ 

「ポストに郵便が溜まっている」 

「いつも雨戸が開いているのに、今日は閉まって 

いる」 

「奥さんが施設に入所して、高齢のご主人が 

ひとりになっちゃったけど大丈夫かしら？」 

こうしたご近所の小さな変化に気づいた時、あなたな

らどうしますか？ 

日常生活の中での「ちょっと気になる」や「ちょっと

心配」という方を「お互い様」の気持ちで声を掛け合

ったり、そっと気にかけたりすること。それが【見守

り】です。自治会の役員だけでなく、私たち一人ひと

りがご近所の気になる方を気にかけることから始め

ましょう。 

事業報告やイベント情報を詳しくお知らせしています。 

万騎が原地区社協ホームページ https://makigaharashakyo.web.fc2.com/ 
 

 

その他 Twitter      facebook     でもイベント情報を発信しています。 
 

ぜひ覗いてみてくださいね 

 「息子が着ていた制服、誰か使ってくれ 

ないかしら？」という一言に気づかされた 

万騎が原地区社協の事業が始まります。 

万騎中の制服や柔道着、幼稚園や小学校の入園・卒

業で使ったお子さん用のフォーマル。 

「もったいない」から「ありがとう」に繋げたい。 

ぜひご協力をお願いします。今後も続けていく予定で

す。「今年は難しいけど‥」という方は来年よろしくお願

いします！ 

詳細については後日回覧されるチラシをご覧ください。 

 

 

11月 13日に予定していた芋煮フェスタは 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため 

今年度も中止となりました。 


